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誠

以
前
、
と
あ
る
場
で
、
農
山
村
を
守
る
意
義
に

つ
い
て
議
論
に
な
っ
た
。
私
は
、
意
義
の
１
つ
と

し
て
、
地
域
文
化
の
維
持
保
全
を
主
張
し
た
が
、

そ
れ
に
対
し
て
「
伝
統
文
化
は
博
物
館
で
保
存
す

れ
ば
済
む
の
で
は
」
と
い
う
反
論
を
受
け
た
。
い

や
い
や
、
農
山
村
の
多
様
な
文
化
は
、
各
地
域
の

生
活
に
根
ざ
し
て
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ

に
暮
ら
す
人
々
の
存
在
が
重
要
な
の
だ
と
返
し
た

が
、
そ
こ
で
ふ
と
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

文
化
の
維
持
保
全
と
い
う
と
、
一
義
的
に
「
守

る
」
こ
と
だ
け
を
考
え
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

地
域
の
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
新
た
な
文
化
を
創

り
上
げ
て
い
く
営
み
も
、
併
せ
て
考
え
る
必
要
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
観
点
か
ら
戦
後
の
農
山
村
の
歩
み
を
振
り

返
っ
た
と
き
、
残
念
な
が
ら
、
地
域
の
文
化
を
創

造
・
発
信
す
る
取
り
組
み
に
不
足
が
あ
っ
た
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
現
実
が
あ
る
。
木
材
生
産
の
号

令
が
か
か
る
と
、
全
国
の
山
々
が
針
葉
樹
で
覆
わ

れ
た
。
公
共
施
設
を
つ
く
れ
ば
地
域
が
栄
え
る
と

し
て
、
全
国
各
地
に�
ハ
コ
モ
ノ�
が
整
備
さ
れ

た
。
そ
こ
に
創
造
力
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
農
山
村
の
み
の
責
め
に
帰

す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
中
央
集
権
体
制
が
地

域
の
創
造
力
を
奪
っ
て
き
た
部
分
が
大
き
い
か
ら

で
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
中
央
集
権
体
制
の
変
革
が
進

む
中
、
一
部
の
農
山
村
で
は
、
新
た
な
文
化
を
創

造
す
る
取
り
組
み
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
地
域
外

の
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
産
業
創
出
を

図
る
島
根
県
海
士
町
、
柚
子
製
品
を
通
じ
て�
村�

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
た
高
知
県
馬
路
村
は
、

い
ず
れ
も
、
既
存
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、
新
た

な
地
域
文
化
を
創
造
し
た
例
と
い
え
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
の
事
例
に
共
通
す
る
の
は
、
自
律
的
か
つ

持
続
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
他
の
追
随
を
許
さ

な
い
強
靱
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
２
町
村
に
は
も
う
１
つ
共
通
点

が
あ
る
。
い
ず
れ
の
町
村
も
若
年
者
人
口
が
増
加

し
つ
つ
あ
る
点
で
あ
る
。
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、

海
士
町
で
は
２
０
０
０
年
か
ら
の
５
年
間
で
、　
２０

〜　

代
の
人
口
が　

・
９
％
増
加
し
て
い
る
。
馬

３０

１５

路
村
で
も　

代
が
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
新
た
な

２０

文
化
を
創
造
し
て
い
る
地
域
は
、
若
者
に
も
魅
力

的
に
映
る
の
だ
ろ
う
。

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
文
化
を
創
造
的
に
育

み
、
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
こ
そ
、
地

域
に
生
き
る
者
の
役
割
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う

し
て
育
っ
た
地
域
の
文
化
は
、
決
し
て
博
物
館
に

収
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
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政 策 解 説
――
地地
方方
分分
権権
改改
革革
推推
進進
委委
員員
会会
がが
１１
次次
勧勧
告告
――

―　
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が
１
次
勧
告　
―

市市
とと
町町
村村
にに
大大
幅幅
権権
限限
格格
差差

「「
基基
礎礎
自自
治治
体体
重重
視視
」」のの
一一
方方

市
と
町
村
に
大
幅
権
限
格
差

「
基
礎
自
治
体
重
視
」の
一
方

合合
併併
踏踏
まま
ええ
市市
にに
優優
先先
移移
譲譲

合
併
踏
ま
え
市
に
優
先
移
譲

　

１
次
勧
告
は
、「
生
活
者
の
視
点
に
立

つ
「
地
方
政
府
」
の
確
立
」
と
の
副
題
を

付
け
、
①
は
じ
め
に
②
第
１
章
「
国
と
地

方
の
役
割
分
担
の
基
本
的
な
考
え
方
」
③

第
２
章
「
重
点
行
政
分
野
の
抜
本
的
見
直

し
」
④
第
３
章
「
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限

移
譲
と
自
由
度
の
拡
大
」
⑤
第
４
章
「
現

下
の
重
要
２
課
題
」
⑥
第
５
章
「
第
２
次

勧
告
に
向
け
た
検
討
課
題
」
⑦
お
わ
り
に

―
で
構
成
。
国
の
権
限
を
地
方
に
移
す
重

点
行
政
分
野
の
抜
本
見
直
し
と
、
基
礎
自

治
体
へ
の
権
限
移
譲
な
ど
が
具
体
の
勧
告

事
項
と
な
る
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
は
、
基
礎
的
自
治
体
で

あ
る
市
町
村
の
自
治
権
を
拡
充
し
、
生
活

者
視
点
に
立
つ
地
方
政
府
に
近
づ
け
て
い

く
必
要
性
を
強
調
。
市
町
村
へ
の
権
限
移

譲
で
は
、
都
道
府
県
と
市
町
村
で
「
賛
否

が
分
か
れ
る
と
推
察
」
す
る
が
、
移
譲
を

積
極
的
に
受
け
止
め
、「
平
成
の
市
町
村

合
併
の
意
義
を
一
層
高
め
る
べ
く
正
し
く

理
解
」
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
「
国
と
地
方
の
役
割
分
担
」
で
は
、「
地

方
政
府
」
の
確
立
は
、
自
治
立
法
権
、
自

治
行
政
権
、
自
治
財
政
権
を
有
す
る
「
完

全
自
治
体
」
を
目
指
す
取
組
み
だ
と
強
調

し
、「
重
複
型
」
や
「
分
担
型
」
な
ど
役
割

分
担
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
提
示
。
基
礎
自

治
体
と
広
域
自
治
体
の
役
割
分
担
で
は
、

「
市
町
村
合
併
の
進
展
を
踏
ま
え
、
市
に

優
先
的
に
移
譲
を
進
め
る
」
と
し
た
。

　

政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
（
委
員
長
・
丹
羽
宇
一
郎

伊
藤
忠
商
事
会
長
）
は
５
月　

日
、
直
轄
国
道
や
一
級
河
川
な
ど

30

の
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
や
、
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
の

３
５
９
件
の
事
務
権
限
移
譲
を
盛
り
込
ん
だ
第
１
次
勧
告
を
福
田

康
夫
首
相
に
提
出
し
た
。
第
２
次
分
権
改
革
の
初
勧
告
は
、
国
か

ら
の
権
限
移
譲
は「
結
論
先
送
り
」が
目
立
っ
た
も
の
の
、
都
道
府

県
の
権
限
を
市
町
村
へ
大
幅
に
移
す「
基
礎
自
治
体
重
視
の
勧
告
」

（
西
尾
勝
委
員
長
代
理
）と
な
っ
た
。
し
か
し
市
に
３
０
０
件
超
の

権
限
が
移
譲
さ
れ
る
一
方
、
町
村
へ
の
移
譲
は
わ
ず
か　

件
に
と

28

ど
ま
り
、
分
権
委
が「
町
村
は
基
礎
自
治
体
足
り
え
ず
」と
の
判
断

を
示
し
た
と
の
見
方
も
出
て
い
る
。
政
府
は
６
月　

日
に
も
地
方

20

分
権
改
革
推
進
本
部（
本
部
長
・
福
田
康
夫
首
相
）で
勧
告
を
受
け

た
対
処
方
針
を
決
定
し
「
骨
太
方
針
２
０
０
８
」
に
反
映
さ
せ
る
。
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町町
村村
へへ
のの
権権
限限
移移
譲譲
はは
わわ
ずず
かか

件件
2288

福福
祉祉
施施
設設
権権
限限
もも
町町
村村
はは
除除
外外

土土
地地
利利
用用
権権
限限
はは
市市
にに
限限
定定

土
地
利
用
権
限
は
市
に
限
定

　

そ
の
上
で
、
重
点
行
政
分
野
に
つ
い
て

「
く
ら
し
づ
く
り
分
野
」
と
「
ま
ち
づ
く
り

分
野
」
に
整
理
し
て
国
か
ら
地
方
へ
の
権

限
移
譲
を
勧
告
。「
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

直
轄
国
道
に
つ
い
て
、
都
府
県
内
で
完
結

す
る
区
間
は
財
源
措
置
を
講
じ
て
都
道
府

県
に
移
管
す
る
と
し
た
が
、
個
別
の
対
象

道
路
は
自
治
体
と
調
整
し
２
次
勧
告
ま
で

に
具
体
案
を
得
る
と
先
送
り
。
河
川
で

も
、
都
道
府
県
内
完
結
一
級
河
川
を
一
級

河
川
と
し
て
の
位
置
付
け
を
変
え
ず
に
都

道
府
県
に
移
管
す
る
よ
う
要
請
し
た
が
、

個
別
の
対
象
河
川
は
、
国
道
同
様
、
自
治

体
と
調
整
し
２
次
勧
告
ま
で
に
具
体
案
を

得
る
と
し
た
。

　

都
市
計
画
や
農
地
、
森
林
な
ど
「
土
地

利
用
」
で
は
、
総
合
的
土
地
利
用
行
政
は

基
礎
自
治
体
の
市
町
村
が
担
う
べ
き
だ

が
、
小
規
模
自
治
体
は
広
域
連
携
を
前
提

と
し
な
け
れ
ば
現
実
的
で
は
な
く
、
「
当

面
権
限
移
譲
は
市
に
限
定
す
る
」
と
明

記
。
そ
の
上
で
、
①
農
地
転
用
の
国
の
許

可
権
限
を
都
道
府
県
に
、
都
道
府
県
の
許

可
権
限
を
市
に
移
譲
②
市
の
都
市
計
画
決

定
で
は
都
道
府
県
と
の
同
意
協
議
で
同
意

を
廃
止
―
な
ど
と
し
町
村
を
除
外
。
し
か

し
道
路
で
は
、
町
村
が
都
道
府
県
道
の
管

理
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
盛
り
込

ん
だ
。福

祉
施
設
権
限
も
町
村
は
除
外

　
「
く
ら
し
づ
く
り
」
で
は
、
市
町
村
立
幼

稚
園
の
設
置
・
廃
止
の
都
道
府
県
認
可
を

廃
止
し
届
出
制
と
す
る
こ
と
や
、
保
育
所

や
老
人
福
祉
施
設
の
施
設
設
備
基
準
は
国

は
標
準
を
示
す
に
と
ど
め
、
具
体
基
準
は

自
治
体
が
条
例
で
決
定
し
得
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
公
営
住
宅
整
備
基
準
を
自
治

体
が
条
例
で
決
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

し
か
し
、
①
老
人
福
祉
施
設
と
児
童
福

祉
施
設
の
う
ち
保
育
所
、児
童
館
、認
可
外

保
育
施
設
の
認
可
、
指
導
監
督
事
務
②
介

護
保
険
事
業
者
の
指
定
・
指
導
監
督
事
務

―
は
市
に
移
譲
す
る
と
し
、
町
村
を
除

外
。
こ
の
ほ
か
、
①
認
定
こ
ど
も
園
改
革

は　

年
度
中
に
結
論
②
保
育
所
の
「
保
育

０８
に
欠
け
る
」
の
入
所
要
件
見
直
し
は　

年
０８

中
に
結
論
③
国
民
健
康
保
険
の
運
営
で
都

道
府
県
単
位
の
広
域
化
推
進
な
ど
は　

年
０９

度
中
に
結
論
―
な
ど
は
先
送
り
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
は
、
選
挙
委
員
の

選
挙
区
等
、
農
業
委
員
会
の
組
織
運
営
の

規
制
に
つ
い
て
自
治
体
の
弾
力
運
用
に
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
と
す
る
に
と
ど
め

た
。
一
方
、
地
方
が
国
の
責
任
と
強
く
主

張
す
る
生
活
保
護
に
つ
い
て
、
国
と
地
方

の
協
議
の
場
を
早
急
に
立
ち
上
げ
、
国
と

地
方
の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
た
検
討
に
着

手
し　

年
度
中
を
目
途
に
制
度
改
正
の
方

０８

向
性
を
得
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。

町
村
へ
の
権
限
移
譲
は
わ
ず
か　

件
28

　
「
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
と
自
由

度
拡
大
」
で
は
、
事
務
処
理
特
例
で
既
に

移
譲
済
み
の
権
限
を
中
心
に
、　

法
律
、

６４

３
５
９
の
事
務
権
限
を
都
道
府
県
か
ら
市

町
村
に
移
譲
。
し
か
し
３
５
９
件
の
う

ち
、
移
譲
先
は
指
定
都
市
が　

件
、
中
核

２５

市
が　

件
、
特
例
市
が　

件
、
市
が
２
２

１７

３７

２
件
な
ど
市
に
大
幅
に
移
さ
れ
た
一
方
、

町
村
は
わ
ず
か　

件
に
と
ど
ま
っ
た
。

２８

　

具
体
的
に
は
、
市
町
村
立
幼
稚
園
の
都

道
府
県
に
よ
る
許
可
事
務
は
廃
止
し
届
出

制
と
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
危
険
物
規
制

事
務
で
、
そ
の
目
的
・
効
果
が
当
該
団
体

の
区
域
を
越
え
な
い
も
の
は
市
町
村
ま
で

移
譲
。
さ
ら
に
、
町
・
字
の
区
域
新
設
の

告
示
事
務
も
市
町
村
ま
で
移
譲
す
る
と
し

た
。

　

し
か
し
①
都
市
計
画
決
定
②
土
地
利
用

規
制
の
特
定
区
域
で
の
行
為
規
制
事
務
③

産
業
振
興
に
係
る
事
務
の
う
ち
、
ま
ち
づ

く
り
・
土
地
利
用
規
制
と
関
連
す
る
も
の

で
そ
の
目
的
・
効
果
が
当
該
団
体
の
区
域

を
越
え
な
い
も
の
④
個
人
・
区
画
整
理
会

社
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
認
可
事

務
⑤
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市
が

処
理
し
て
い
る
福
祉
分
野
の
事
務
で
、
既

に
市
が
処
理
し
て
い
る
事
務
と
密
接
に
関

連
す
る
事
務
―
な
ど
は
市
ま
で
に
移
譲
す

る
と
し
、
町
村
は
除
外
し
た
。

　

権
限
移
譲
の
ほ
か
に
は
、
国
庫
補
助
財

産
の
処
分
制
限
の
弾
力
化
も
勧
告
。
概
ね

　

年
経
過
後
の
財
産
処
分
は
原
則
、
報

１０告
・
届
出
で
国
の
承
認
が
あ
っ
た
と
み
な

し
、
差
別
的
扱
い
を
し
な
い
こ
と
や
、
国

庫
納
付
を
求
め
な
い
こ
と
と
す
る
と
し
、

こ
の
弾
力
化
措
置
は
地
方
分
権
改
革
推
進

計
画
の
策
定
を
待
た
ず
に
速
や
か
に
措
置

す
る
よ
う
明
記
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
「
現
下
の
重
要
２
課
題
」
で

は
、
道
路
特
定
財
源
一
般
財
源
化
に
つ
い

て
税
源
移
譲
を
含
め
て
地
方
税
財
源
の
充

実
強
化
と
地
方
の
道
路
整
備
の
自
由
度
拡

大
方
策
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
ほ
か
、

消
費
者
行
政
の
一
元
化
に
つ
い
て
自
治
体

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
法
的
位
置
づ
け

明
確
化
や
、
自
治
体
の
取
組
み
へ
の
「
思

い
切
っ
た
支
援
措
置
」
な
ど
を
求
め
た
。

　

さ
ら
に
、「
第
２
次
勧
告
に
向
け
た
検

討
課
題
」
で
は
、
国
の
出
先
機
関
を
廃
止
・

縮
小
す
る
と
し
、
事
務
・
権
限
の
仕
分
け

の
考
え
方
や
見
直
し
方
針
を
提
示
。
ま

た
、
法
制
的
な
仕
組
み
の
横
断
的
見
直
し
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４

完完
全全
基基
礎礎
自自
治治
体体
なな
らら
合合
併併
をを

町町
村村
はは
基基
礎礎
自自
治治
体体
足足
りり
ええ
ずず

と
し
て
、
地
方
自
治
関
係
法
制
の
見
直
し

に
言
及
。
小
規
模
自
治
体
に
お
け
る
行
政

委
員
会
や
監
査
委
員
な
ど
の
共
同
設
置
や

広
域
連
携
の
促
進
の
ほ
か
、
①
地
方
議
会

制
度
改
革
②
財
務
会
計
―
な
ど
に
つ
い
て

「
制
度
に
関
す
る
選
択
の
余
地
を
拡
大
す

る
」
方
向
で
見
直
し
て
い
く
と
し
、
自
治

制
度
へ
の
選
択
制
拡
大
に
取
り
組
む
方
針

を
示
し
た
。
そ
の
上
で
「
お
わ
り
に
」
で
、

自
治
財
政
権
の
確
立
に
向
け
た
税
財
政
問

題
は
２
次
勧
告
後
に
勧
告
す
る
予
定
だ
と

し
た
が
、
今
秋
の
税
制
抜
本
改
革
の
検
討

を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
意
見
を
述
べ

て
い
く
と
し
た
。

町
村
は
基
礎
自
治
体
足
り
え
ず

　

１
次
勧
告
を
起
草
し
た
西
尾
委
員
長
代

理
は
「
町
村
は
ず
し
」
を
否
定
し
な
い
。

「
せ
ん
た
く
」（
代
表
・
北
川
正
恭
早
稲
田

大
大
学
院
教
授
）
の
会
合
で
は
、
町
村
ま

で
権
限
を
降
ろ
す
と
小
規
模
な
村
に
ま
で

義
務
付
け
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
危
惧
し

た
と
説
明
。
権
限
移
譲
を
希
望
す
る
力
の

あ
る
町
村
は
事
務
処
理
特
例
制
度
を
活
用

し
手
を
挙
げ
る
よ
う
求
め
る
に
と
ど
め

た
。

　

た
だ
１
次
勧
告
は
「
基
礎
自
治
体
改
革

に
焦
点
を
絞
っ
た
基
礎
自
治
体
重
視
の
勧

告
」（
西
尾
氏
）
で
、
事
務
処
理
特
例
条
例

で
は
な
く
法
律
で
事
務
権
限
を
基
礎
自
治

体
に
移
譲
す
る
の
が
柱
。
西
尾
氏
は
現
在

の
町
村
を
「
基
礎
自
治
体
足
り
得
な
い
」

と
み
な
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
し

か
し
市
で
も
町
村
よ
り
人
口
な
ど
規
模
が

小
さ
い
団
体
も
あ
れ
ば
、
町
村
で
市
よ
り

人
口
が
多
い
団
体
も
あ
る
。
人
口
３
万
の

市
に
で
き
て
、
人
口
５
万
の
町
村
に
で
き

な
い
事
務
権
限
と
は
一
体
何
な
の
か
。
市

と
町
村
と
い
う
一
律
の
線
引
き
に
は
疑
問

の
声
も
出
て
い
る
。

　

総
務
省
の
研
究
会
が
５
月
、「
定
住
自

立
圏
」
構
想
で
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
中
で
小
規
模
町

村
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
完
結
さ
せ
る
の
は

不
可
能
と
の
認
識
か
ら
、
中
心
市
と
周
辺

町
村
が
協
定
を
結
び
、
生
活
に
必
要
な
機

能
を
中
心
市
に
集
約
。
圏
域
全
体
で
人
口

の
受
け
皿
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
も
の
だ

が
、
小
規
模
町
村
の
「
窓
口
町
村
」
化
を

可
能
に
す
る
仕
組
み
と
も
い
わ
れ
る
。

　

同
構
想
を
審
議
し
た
経
済
財
政
諮
問
会

議
で
は
、
丹
羽
委
員
長
ら
の
民
間
議
員
が

賛
意
を
表
明
。
構
想
の
推
進
に
併
せ
、
一

段
の
市
町
村
合
併
を
進
め
る
べ
き
だ
と
提

言
し
た
。
福
田
康
夫
首
相
も
各
省
連
携
で

の
構
想
の
推
進
を
指
示
。
西
尾
氏
も
「
せ

ん
た
く
」
の
会
合
で
、
同
構
想
な
ど
を
工

夫
し
て
体
制
が
整
っ
た
町
村
に
は
権
限
を

降
ろ
し
て
い
く
べ
き
と
の
認
識
を
示
し

た
。

　

ま
た
勧
告
は
、「
地
方
自
治
法
制
の
見

直
し
」
で
、
小
規
模
自
治
体
の
行
政
委
員

会
や
監
査
委
員
の
共
同
設
置
な
ど
に
つ
い

て
「
選
択
の
余
地
拡
大
」
を
盛
り
込
ん
だ
。

西
尾
氏
は
基
礎
自
治
体
の
あ
り
方
な
ど
を

審
議
す
る
二
九
次
地
方
制
度
調
査
会
で
繰

り
返
し
自
治
制
度
へ
の
選
択
余
地
拡
大
の

必
要
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
分
権
委
員
会

の
勧
告
に
も
盛
り
込
ん
だ
。
人
口
３
６
０

万
超
の
横
浜
市
か
ら
同
２
０
０
人
の
東
京

都
青
ヶ
島
村
ま
で
「
同
じ
義
務
付
け
が
適

当
か
」
と
の
問
題
意
識
で
、
選
択
を
認
め
、

機
能
・
役
割
の
限
定
を
可
能
に
す
べ
き
と

の
考
え
だ
。

完
全
基
礎
自
治
体
な
ら
合
併
を

　

今
回
の
分
権
委
の
判
断
は
、
国
の
強
力

な
支
援
策
に
よ
る
平
成
の
大
合
併
を
経
て

も
な
お
残
る
町
村
に
は
、
基
礎
自
治
体
重

視
の
観
点
か
ら
移
譲
す
る
権
限
は
移
せ
な

い
と
、
フ
ル
セ
ッ
ト
基
礎
自
治
体
と
し
て

の
町
村
を
否
定
。
こ
う
し
た
分
権
委
の
勧

告
や
、
定
住
自
立
圏
構
想
か
ら
は
、
現
在

の
町
村
は
基
礎
自
治
体
足
り
え
ず
、
実
情

に
応
じ
て
役
割
を
限
定
す
る
な
ど
適
切
な

制
度
を
選
択
。
単
独
で
基
礎
自
治
体
と
し

て
フ
ル
セ
ッ
ト
の
機
能
を
果
た
す
の
な
ら

合
併
を
迫
る
も
の
だ
。

　

地
方
分
権
の
時
代
に
一
律
の
義
務
付
け

で
は
な
く
、
各
団
体
が
制
度
を
選
択
可
能

と
す
る
の
は
一
つ
の
方
向
だ
。
ま
た
、
現

在
も
指
定
都
市
や
中
核
市
な
ど
基
礎
自
治

体
で
も
権
限
に
違
い
が
あ
る
ほ
か
、
既
に

一
部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
で
処
理
し
て

い
る
事
務
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
義
務
付
け

を
増
や
す
の
で
は
な
く
事
務
処
理
特
例
で

選
択
可
能
な
方
を
望
む
町
村
も
あ
る
だ
ろ

う
。

　

し
か
し
事
務
処
理
特
例
が
あ
る
か
ら
権

限
を
移
さ
な
い
で
い
い
と
い
う
の
は
分
権

と
は
真
逆
の
思
考
。
事
実
今
回
の
勧
告

も
、
特
例
で
は
な
く
権
限
の
所
在
を
移
す

べ
き
と
の
考
え
に
基
づ
く
も
の
だ
。
権
限

と
そ
れ
に
見
合
う
財
源
を
移
譲
し
た
上

で
、
単
独
か
広
域
か
広
域
自
治
体
に
委
ね

る
か
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
あ

る
べ
き
姿
だ
と
の
見
方
も
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
な
お
残
る
町
村
は
地
理
的

問
題
等
か
ら
合
併
困
難
な
団
体
が
多
い
の

も
事
実
。
そ
う
い
う
中
で
今
、
基
礎
自
治

体
の
役
割
を
果
た
し
続
け
て
き
た
町
村

が
、
規
模
の
論
理
で
「
２
級
町
村
」
な
ら

ぬ
「
２
級
基
礎
自
治
体
」
と
位
置
付
け
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
黙
っ
て
容

認
す
る
の
か
、
自
ら
の
意
思
を
外
へ
打
ち

出
す
の
か
町
村
の
姿
勢
が
問
わ
れ
そ
う

だ
。

　
（
自
治
日
報
記
者　

内
川
正
浩
）
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△総延長２０数㎞に及ぶ桜並木

大
潟
村
と
は

　

大
潟
村
は
、秋
田
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、秋
田

市
か
ら
車
で
北
に　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、�
秋

４０

田
な
ま
は
げ�
で
知
ら
れ
る
男
鹿
半
島
の
付

け
根
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
琵
琶
湖
に
次
ぐ

第
二
の
湖
、
八
郎
潟
の
国
営
干
拓
事
業
に

よ
っ
て
１
９
６
４
年（
昭
和　

年
）に
誕
生
し
、

３９

湖
底
に
で
き
た
新
生
の
大
地
の
全
域
を
行
政

区
域
と
し
て
設
置
さ
れ
た
特
殊
な
村
で
す
。

　

農
水
省
が
干
拓
時
に
掲
げ
た
「
日
本
農
業

の
モ
デ
ル
と
な
る
生
産
性
及
び
、
所
得
水
準

の
高
い
大
規
模
農
業
経
営
の
確
立
と
住
み
よ

い
近
代
的
な
農
村
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し

て
、
全
国
各
地
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖

縄
県
ま
で
の
１
都
１
道　

県
か
ら
、
５
８
９

３６

戸
が
入
植
し
ま
し
た
。

　

村
の
総
面
積
は
１
７
０
・　

平
方
キ
ロ

０５

メ
ー
ト
ル
、
人
口
３
３
４
０
人
。
村
が
誕
生

し
て　

年
目
、
湖
底
だ
っ
た
大
地
は
今
、
緑

４４

豊
か
な
大
地
へ
と
変
身
し
、
従
来
の
農
村
風

景
と
は
一
風
変
わ
っ
た
お
し
ゃ
れ
な
村
に

な
っ
て
い
ま
す
。
湖
底
の
大
地
に
ひ
と
つ
の

む
ら
を
つ
く
り
あ
げ
た
入
植
一
世
の
不
屈
の

魂
と
入
植
二
世
の
若
き
行
動
力
が
そ
れ
ぞ
れ

役
割
分
担
し
な
が
ら
活
力
あ
る
モ
デ
ル
農
村

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
潟
村
そ
の
も
の
が
観
光
地

　

総
延
長　

㎞
の
堤
防
に
囲
ま
れ
た
海
抜
０

５２

ｍ
以
下
の
大
潟
村
、
広
い
干
拓
地
を
象
徴
す

る
長
い
直
線
道
路
、南
北
に
縦
貫
す
る
幅　

ｍ
８０

延
べ　

㎞
に
も
お
よ
ぶ
中
央
幹
線
排
水
路
。

５１

　

菜
の
花
と
桜
（
２
８
０
０
本
）
の
並
木
は

総
延
長　

数
㎞
に
も
お
よ
び
、
大
潟
村
を
春

２０

色
に
包
み
、
道
行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま

大潟村

・

Ｎ

秋田県秋田県　大大　潟潟　村村
おおおお がたがた むらむら

現 地 レ ポ ー ト

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

造造
へへ
のの
道道

にに
自自
立立
のの
村村
をを
目目
指指
しし
てて
〜〜

環
境
自
治
体
創
造
へ
の
道

　

〜
村
民
と
と
も
に
自
立
の
村
を
目
指
し
て
〜
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せ
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
村
の
ほ
ぼ

中
央
に
は
、
日
本
唯
一
、　

｢

度
単
位
の 
北
緯

１０

　

度
、
東
経
１
４
０
度
の
経
緯
度
交
会
点
が

４０

｢

あ
り
、
ま
た
、
わ
が
国
初
の
国
設 
大
潟
草
原

鳥
獣
保
護
区
」
で
は
、
約
２
０
０
種
の
野
鳥

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
村
に
は
１
１
０
万
人
も
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
広
大
な
田
ん
ぼ
が
四
季

の
移
り
変
わ
り
に
見
せ
る
光
景
と
共
に
大
潟

村
そ
の
も
の
が
観
光
地
と
い
え
ま
す
。

行
政
の
役
割
と
は

　

国
の
猫
の
目
農
政
の
弊
害

に
よ
り
揺
れ
動
い
た
大
潟
村

も　

年
余
り
を
経
て
今
、
農

４０
水
省
が
八
郎
潟
干
拓
時
に
掲

げ
た
「
近
代
的
な
農
村
社
会

－

住
民
自
治

｣

の
村 
実
現
に

向
け
、
本
当
の
意
味
で
動
き

始
め
ま
し
た
。
そ
の
原
因

は
、
従
来
の
保
護
や
規
制
の

社
会
シ
ス
テ
ム
が
経
済
の
国

際
化
や
情
報
の
共
有
化
の
中

で
、
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て

き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
社
会
の
大
き
な
変
革

の
中
で
、
大
潟
村
の
農
業
者

も
苦
し
い
戦
い
を
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
我
が
村

に
は
、
も
う
行
政
政
策
主
導

で
産
業
振
興
を
図
る
時
代
で

は
な
い
、
産
業
も
地
域
社
会
も
そ
れ
ぞ
れ
経

営
者
や
住
民
の
自
己
責
任
や
社
会
貢
献
の
自

覚
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
手
で
創
ろ
う
と

い
う
農
業
者
や
住
民
の
行
動
が
存
在
し
、
大

潟
村
の
底
力
と
し
て
動
き
出
し
て
い
る
こ
と

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
、
住
民
の
農

業
経
営
と
村
づ
く
り
へ
か
け
る
創
造
と
実
行

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
ど
れ
だ
け
、
ど
の
よ
う

に
支
援
す
る
の
か
が
行
政
の
役
目
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

住
民
に
よ
る「　

世
紀
大
潟
村

２１

環
境
創
造
型
農
業
宣
言
」

　

２
０
０
１
年
大
潟
村
の
若
手
農
業
者
が
中

｢

心
に
な
り
、 　

世
紀
大
潟
村
環
境
創
造
型

２１

農
業
宣
言
」を
発
表
し
ま
し
た
。そ
の
宣
言
に

は
、環
境
負
荷
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、よ
り

良
い
環
境
を
創
造
す
る
農
業
の
実
践
、
今
ま

で
以
上
に
安
全
で
お
い
し
い
農
産
物
の
生
産

に
努
め
る
、
農
業
だ
け
で
な
く
生
活
面
で
も

環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
方
を
追
求
す
る
、

そ
れ
は
行
政
主
導
で
な
く
住

民
が
自
主
的
に
創
意
工
夫
し

て
行
動
す
る
こ
と－

と
す
る

理
念
が
書
き
込
ま
れ
、
さ
ら

に
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、

行
政
、
農
協
、
専
門
家
、
八･

郎
湖
周
辺
の
人
々
、
全
県 

全
国
の
関
心
あ
る
人
々
と
の

理
解
と
協
力
を
得
て
実
現
し

て
い
く
と
謳
わ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
の
力
で
こ
ぎ
着
け
た

宣
言
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
、

環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
農

業
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
、

環
境
に
配
慮
し
た
暮
ら
し
方

の
実
践
を
す
る
村
民
の
皆
さ

ん
が
い
た
か
ら
で
き
た
宣
言

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
住
民
の
運

･

動
、
活
動
が
福
祉 
文
化
芸

術
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

見
ら
れ
、
と
て
も
頼
も
し
く
思
う
と
同
時

に
、
行
政
の
役
割
、
支
援
の
あ
り
方
を
職
員

と
共
に
確
認
し
な
が
ら
住
民
参
画
・
住
民
自

治
の
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
食
糧
生
産
・
供
給
基
地

「
大
潟
村
」を
日
本
一
の
ト
ン
ボ
の
村
に

　

大
潟
村
の
水
田
面
積
は
９
１
０
０ 

、
２

０
０
８
年
４
月
現
在
の
農
家
戸
数
５
２
９

戸
。
入
植
者
一
世
か
ら
二
世
へ
と
半
数
以
上

ha

△

大
潟
村
全
景

△

菜
の
花
畑
と
鯉
の
ぼ
り
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が
世
代
交
代
し
つ
つ
あ
る
中
、
恵
ま
れ
た
農

業
環
境
の
特
性
を
活
か
し
、
消
費
者
の
視
点

に
た
っ
た
安
全
で
安
心
な
農
産
物
を
生
産
・

直
接
販
売
す
る
な
ど
、
経
営
者
そ
れ
ぞ
れ
が

特
色
あ
る
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
、
村
は
、
生
産
調
整
参
加
者

以
外
の
農
家
も
入
れ
た
す
べ
て
の
農
家
を
対

象
と
し
て
、
大
潟
村
環
境
保
全
型
農
業
実
態

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
対
象
農
家
数
５
３
８

戸
、
回
収
率　

・
６
％
に
上
っ
た
調
査
で
は
、

８４

Ｊ
Ａ
Ｓ
有
機
栽
培
を
含
め
た
減
農
薬
減
化
学

肥
料
栽
培
以
上
の
環
境
保
全
型
農
業
実
施
面

積
は　

％
と
、
大
潟
村
の
農
家
の
環
境
意
識

７６

の
高
さ
を
現
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
生
き
物
が
示
す
安
全
安
心
の
お
米

が
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
大
潟
村
と
し

て
は
一
段
評
価
レ
ベ
ル
を

高
め
て
、
よ
り
き
め
こ
ま

か
な
自
然
環
境
の
保
全
を

必
要
と
す
る
生
き
物
＝
ト

ン
ボ
（
昆
虫
類
）
が
生
息

で
き
る
環
境
、
ビ
オ
ト
ー

プ
等
を
設
置
し
て
村
内
に

ト
ン
ボ
が
飛
び
交
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

�
ト
ン
ボ
の
村�
を
目
指
す

動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ト
ン
ボ
は
自
然
環
境
の
変

化
に
敏
感
で
、
様
々
な
ト

ン
ボ
が
生
息
で
き
る
環
境

を
、
農
産
物
の
安
全
性
の

指
標
と
し
て
、
消
費
者
に

信
頼
性
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ト
ン
ボ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
目
標
に
す
る

こ
と
で
、
村
内
の
農
地
等

の
環
境
管
理
レ
ベ
ル
に
つ

い
て
、
単
な
る
現
状
維
持

か
ら
、
よ
り
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
高
め
る
た
め
の
作
業

へ
と
住
民
の
意
識
を
転
換
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

村
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
と
い
う

意
識
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
農
村
環
境
の
総

合
的
な
保
全
を
継
続
的
に
行
う
基
盤
づ
く
り

を
目
指
す
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
事
業
」
へ
の
住
民
の
積
極
的
か
つ
主
体
的

な
参
加
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
か
ら
小
学
校
は
４
年
生
、
中
学
校
は

選
択
し
た
生
徒
を
対
象
に
、
環
境
教
育
の
一

環
と
し
て
出
前
授
業
や
田
ん
ぼ
の
ト
ン
ボ
実

態
調
査
も
始
ま
り
ま
す
。
子
供
た
ち

が
村
全
体
の
環
境
へ
の
関
心
を
深
め

る
と
共
に
こ
の
活
動
を
通
し
て
ふ
る

さ
と
を
実
感
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

住
民
参
加
で
環
境
自
治
体

を
目
指
す

　

早
く
か
ら
農
業
と
環
境
と
の
関
わ

り
を
意
識
し
て
き
た
大
潟
村
民
の
中

か
ら
、
農
業
用
水
で
あ
る
八
郎
湖
の

水
を
汚
さ
な
い
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
１
９
７

４
年
農
協
店
舗
で
の
合
成
洗
剤
追

放
、
１
９
８
３
年
除
草
剤
Ｃ
Ｎ
Ｐ
の

使
用
禁
止
、
１
９
９
０
年
農
薬
の
空

中
散
布
全
面
中
止
、
１
９
９
０
年
か

ら
は
じ
ま
っ
た
石
け
ん
づ
く
り
運
動
、

八
郎
湖
へ
の
流
入
河
川
上
流
に
ブ
ナ

を
植
え
る
会
の
活
動
な
ど
素
晴
ら
し

い
実
績
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
水
質

保
全
・
生
態
系
保
全
の
グ
ル
ー
プ
も
生
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

｢

　

ま
た
、
大
潟
村
が 　

世
紀
に
向
け
た
ク

２１

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
探
求
」
を
テ
ー
マ
に

平
成
５
年
か
ら
は
じ
め
た�
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

の
大
会�
は
、
運
営
を
主
催
者
団
体
に
移
行

し
ま
し
た
が
、
行
政
の
役
割
と
し
て
の
支
援

を
し
な
が
ら
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
・
省

エ
ネ
な
ど
こ
れ
ま
で
の
人
脈
等
を
活
か
し
て

こ
れ
か
ら
の
大
潟
村
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

△

平
成
５
年
か
ら
続
く
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
・
ラ
リ
ー

△

環
境
保
全
型
農
業
で
安
心
安
全
な
米
づ
く
り
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こ
れ
ま
で
の
住
民
の
活
動
、
村
内
の
環
境

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
、
村
全
体
の
環
境
行
動
と

し
て
ど
こ
に
、
ど
う
位
置
づ
け
た
ら
い
い
の

か
は
、
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
度
か
ら
環
境
自
治
体
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
（LA

S
  
 

-  E  
）
を
運
用
基
準
と
し
た
大

潟
村
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
取
り

組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
第
１
段
階

で
主
に
役
場
職
員
を
対
象
に
庁
舎
内
の
省
エ

ネ
・
省
資
源
な
ど
事
務
活
動
に
お
け
る
環
境

配
慮
行
動
の
実
践
、
職
員
意
識
の
醸
成
に
な

り
ま
す
が
、
第
２
、
第
３
段
階
で
は
村
の
課

題
の
検
討
も
組
み
入
れ
な
が
ら
、
す
べ
て
の

政
策
分
野
で
環
境
優
先
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
、
地
域
に
お
い
て
環
境
の
視
点
に
立
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
環
境
自
治
体
を
目

指
し
ま
す
。　

最
後
に

　

行
財
政
改
革
の
嵐
の
中
で
、
全
国
的
に

「
平
成
の
大
合
併
」
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
が
、

大
潟
村
は
平
成　

年
末
に
住
民
の
熱
気
溢
れ

１５

る
合
併
論
議
を
経
て
、
住
民
の
力
強
い
選
択

に
よ
り
自
立
の
む
ら
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

｢た。 
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
、住
民
参
加

参
画
ま
ち
づ
く
り
」を
基
本
と
し
て
、村
民
一

人
ひ
と
り
が
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
う
、

個
性
豊
か
で
魅
力
溢
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
に
挑
戦
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
潟
村
長　

黒
瀬　

喜
多
）

　

埼
玉
県
町
村
会
は
平
成　

年
５
月　

日
の
臨

２０

１９

時
総
会
で
次
の
と
お
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
平
成　

年
５
月　

日
付
就
任
）

２０

１９

埼
玉
県
町
村
会
長

入
間
郡
毛
呂
山
町
長

昭
和　

年　

月
８
日
生

１８

１２

【
住
所
】埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町
中
央
２
丁
目

１
番
地

【
町
長
に
当
選
す
る
ま
で
の
経
歴
】昭
和　

年
毛

６２

呂
山
町
議
会
議
員
▽
平
成　

年
毛
呂
山
町
長

１１

【
町
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
３
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】▽
平
成　

年
入
間
郡
町

１７

村
会
会
長
▽
同
年
埼
玉
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】○
県
下
初
の
教
科
書
指
導
支
援
員

制
度
導
入
▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
▽

東
公
民
館
建
設
▽
も
ろ
も
ろ
町
お
こ
し
事
業
開

始
（
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
推
進
）
▽
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
２
面
建
設
▽
第

　

回
埼
玉
国
体
・
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大

５９会
開
催
▽
上
水
道
本
郷
排
水
池
築
造
▽
県
下
第

１
号
の
防
犯
活
動
セ
ン
タ
ー
設
置
▽
旭
台
保
育

園
建
設
▽
オ
ー
ル
電
化
方
式
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設

【
趣
味
】
家
庭
菜
園
、
ゴ
ル
フ

【
家
族
】
妻
、
長
男
夫
婦
、
孫
２
人

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

小
   
　
沢
   
　
信
   
　 
義 

お 

ざ
わ 

の
ぶ 

よ
し



（第三種郵便物認可） 第２６４３号平成２０年６月１６日９ 町 村 週 報

情 報

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

（
T
E
L

T
E
L
０
３
０
３-

３
５
８
１

３
５
８
１-

０
４
８
６
）ま
で
。

０
４
８
６
）ま
で
。

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

（
T
E
L
０
３-

３
５
８
１-

０
４
８
６
）ま
で
。

Ｎ
村
町

ａ
v

和歌山県
上富田町

町
の
全
熱
量
の
５
％
を

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

大分県
玖珠町

障
害
者
の
申
請
手
続
き

簡
略
化
シ
ス
テ
ム
を
導
入

栃木県
益子町

町
民
対
象
に
環
境
大
学
を

開
設

北海道
白老町

通
年
議
会
条
例
を
施
行

神奈川県
葉山町

防
災
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

　　

町
は
６
月
１
日
、
議
会
の
会
期
を
通
年
と
す

る
た
め
定
例
会
を
年
１
回
と
す
る
通
年
議
会
条

例
を
施
行
し
た
。
地
方
分
権
時
代
に
議
会
が
主

導
的
・
機
動
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
狙

い
で
、
議
員
提
案
で
５
月　

日
、
全
会
一
致
で

２６

可
決
。
執
行
部
の
負
担
増
に
は
ル
ー
ル
を
定

め
、
議
会
と
長
の
合
意
で
改
正
す
る
こ
と
に
し

た
。
通
年
議
会
は
全
国
初
。

　
　

日
に
招
集
し　

月
ま
で
が
会
期
と
な
る
。

１７

１２

来
年
以
降
は
１
月
か
ら　

月
ま
で
が
会
期
。
こ

１２

れ
に
よ
り
、
い
つ
で
も
本
会
議
、
委
員
会
が
開

け
、
議
案
受
理
も
可
能
。
議
員
活
動
が
通
年
、

公
務
災
害
の
対
象
に
な
る
。

　

し
か
し
当
面
は
、
執
行
部
の
負
担
を
考
慮
し

定
例
的
な
本
会
議
は
年
４
回
と
す
る
。
こ
れ
を

要
綱
に
定
め
、
改
正
は
議
会
と
長
の
合
意
で
行

う
こ
と
に
し
た
。

　

町
は　

年
か
ら
定
例
会
は
年
４
回
と
す
る
旧

０７

条
例
下
で
通
年
的
議
会
を
試
行
。
北
海
道
福
島

町
議
会
も
来
年
の
実
施
へ
試
行
中
だ
。

　　

町
は
６
月
か
ら
、
環
境
活
動
に
取
り
組
む
人

材
育
成
の
た
め
、
町
民
を
対
象
に
「
ま
し
こ
環

境
大
学
」
を
開
設
す
る
。
開
設
期
間
は　

月
ま

１２

で
の
半
年
間
で　

講
座
を
予
定
。
大
塚
朋
之
町

１２

長
ら
が
講
師
に
な
り
、
町
の
環
境
基
本
計
画
な

ど
を
講
義
。
一
定
時
間
受
講
す
る
と
「
ま
し
こ

環
境
学
士
」
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。

　

２
０
０
６
年
に
策
定
し
た
「
ま
し
こ
再
生
計

画
」で
同
大
開
設
な
ど
の
政
策
を
盛
り
込
ん
だ
。

学
長
に
は
大
塚
町
長
が
就
任
。
受
講
料
は
原
則

無
料
。
生
徒
の
定
員
は　

名
で
募
集
期
間
は　

３０

１３

日
ま
で
だ
が
、
５
日
現
在
で　

代
か
ら　

代
ま

３０

６０

で
の
男
女　

名
が
応
募
し
た
。

１９

　
　

日
に
入
学
式
を
行
い
、
町
の
環
境
基
本
計

２２
画
推
進
委
員
会
の
橋
本
晧
朗
委
員
長（
副
学
長
）

が
、
同
基
本
計
画
を
講
義
。
そ
の
後
も
栃
木
県

環
境
森
林
政
策
課
な
ど
の
講
義
が
あ
り
、　

月
１２

７
日
に
大
塚
学
長
が
「
ま
し
こ
の
未
来
」
に
つ

い
て
講
義
し
卒
業
式
を
行
う
。

　

１
単
位
は
２
時
間
で
９
単
位
習
得
す
る
と
修

了
証
が
交
付
さ
れ
、
学
士
と
な
る
。

　

町
で
は
住
民
が
防
災
情
報
を
よ
り
多
く
の
手

段
で
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
５
月
か
ら
「
防

災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
た
。

　

葉
山
町
で
は
、
防
災
情
報
を
町
内　

ケ
所
に

４２

設
置
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
で

町
民
に
知
ら
せ
て
い
る
が
、
同
放
送
で
は
窓
を

閉
め
て
い
た
り
す
る
と
放
送
が
聞
き
に
く
か
っ

た
り
し
て
町
民
か
ら
苦
情
も
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
メ
ー
ル
で

防
災
情
報
を
配
信
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
。
防

災
行
政
無
線
で
放
送
し
て
い
る
も
の
と
同
じ
内

容
を
配
信
す
る
。
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
町
民
に
限

ら
ず
誰
で
も
登
録
が
可
能
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
ご
利
用
契
約
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ク
リ
ッ

ク
す
る
だ
け
で
登
録
で
き
る
。
な
お
、
町
で
は

防
災
情
報
に
つ
い
て
は
防
災
行
政
無
線
の
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
話
相
談
、
さ
ら
に「
湘

南
ビ
ー
チ
Ｆ
Ｍ
」
で
情
報
提
供
し
て
い
る
が
、

葉
山
町
消
防
本
部
で
は
、「
こ
れ
で
防
災
情
報

を
得
る
手
段
が
さ
ら
に
増
え
る
」と
し
て
い
る
。

な
お
、５
月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
以
来
、メ
ー
ル
配

信
の
登
録
者
は
約
１
、７
０
０
人
に
の
ぼ
る
。

　　

町
は
こ
の
ほ
ど
、「
地
球
に
や
さ
し
い
ま
ち

上
富
田
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
０
２
０
年
の
町
の

全
需
要
量
（
熱
換
算
）
の
５
％
を
目
標
に
太
陽

光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

賄
う
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
地
域
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
た
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
町
の
自
然
・
社
会
条
件

を
考
慮
し
て
太
陽
光
発
電
、
太
陽
熱
利
用
、
風

力
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
７
分
野
を
選

定
。
こ
れ
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
（　

年
間
）
は
「
準
備
期
間
」「
初

１３

期
導
入
期
間
」「
後
期
導
入
期
間
」
に
分
け
た
。

う
ち
、
準
備
期
間
で
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

策
定
や
事
業
化
可
能
調
査
な
ど
を
行
い
、
４
年

目
以
降
か
ら
公
共
施
設
を
手
始
め
に
導
入
を
開

始
し
、
順
次
、
町
民
や
民
間
企
業
へ
の
導
入
展

開
を
図
る
。
具
体
的
に
は
、
普
及
啓
発
の
観
点

か
ら
小
学
校
校
舎
や
町
営
住
宅
に
中
規
模
太
陽

光
発
電
を
導
入
す
る
予
定
。
な
お
、
２
０
０
７

年
度
の
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
量
は
原
油
換
算

で
２
万
２
、０
０
０
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
／
年
と
算

定
さ
れ
て
い
る
。

　

町
は
今
年
度
か
ら
、
障
害
者
の
障
害
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
障
害
者
手
帳
の
給
付
・
廃
止
な
ど

１
０
０
以
上
の
申
請
手
続
き
を
簡
略
化
す
る

「
障
害
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
Ｇ－

Ｔ
ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
」を

導
入
し
て
い
る
。
同
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
九
州

で
は
初
め
て
。

　

こ
れ
ま
で
は
申
請
者
が
申
請
用
紙
に
記
入
し

て
い
た
が
、
同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
職
員
が
申
請

者
か
ら
申
請
内
容
の
聞
き
取
り
を
し
て
、
シ
ス

テ
ム
へ
入
力
す
る
こ
と
で
必
要
事
項
が
記
入
さ

れ
た
申
請
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
。
申
請

者
も
内
容
確
認
を
し
て
印
鑑
を
押
す
だ
け
で
済

む
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
申
請
用
紙
と
そ
れ
を
入
れ
て

い
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
不
要
に
な
り
経
費
が
節

減
。
待
ち
時
間
と
申
請
の
処
理
時
間
、
さ
ら
に

は
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
職
員
の
労
力
も
大
幅

に
軽
減
さ
れ
た
。

　

担
当
職
員
は
「
住
基
ネ
ッ
ト
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
と
比
べ
て
、
Ｇ－

Ｔ
ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
は
費
用
が
極

端
に
安
く
、
そ
れ
も
魅
力
」
と
話
す
。
な
お
、

町
内
に
は
５
日
現
在
、
１
１
５
９
人
の
障
害
者

が
い
る
。



町 村 週 報第２６４３号 （第三種郵便物認可） 平成２０年６月１６日 １０

情 報

主　　催　全国市町村農業農村振興対策協議会主　　催　全国市町村農業農村振興対策協議会

　　　　　全国町村会　　　　　全国町村会

日　　時　７月日　　時　７月1717日（木）午後日（木）午後 1：0000よりより

　　　　　　　　　　　　　　1818日（金）午後日（金）午後1212：0000までまで

場　　所　全国町村会館２階ホール場　　所　全国町村会館２階ホール

参 加 者　市町村長、農政担当者等者　市町村長、農政担当者等

参 加 費　無料費　無料

申 込 み　各都道府県協議会事務局み　各都道府県協議会事務局

　　　　　　（各都道府県町村会事務局等）　　　　　　（各都道府県町村会事務局等）

問い合せ　全国町村会経済農林部問い合せ　全国町村会経済農林部

　　　　　　（電話　　　　　　（電話0303－35813581－04850485）

研 修 内 容 講 師 等

地域農政研修会のご案内地域農政研修会のご案内地域農政研修会のご案内
主　　催　全国市町村農業農村振興対策協議会主　　催　全国市町村農業農村振興対策協議会

　　　　　全国町村会　　　　　全国町村会

日　　時　７月日　　時　７月1717日（木）午後日（木）午後 1 1：0000よりより

　　　　　　　　　　　　　　1818日（金）午後日（金）午後1212：0000までまで

場　　所　全国町村会館２階ホール場　　所　全国町村会館２階ホール

参 加 者　市町村長、農政担当者等者　市町村長、農政担当者等

参 加 費　無料費　無料

申 込 み　各都道府県協議会事務局み　各都道府県協議会事務局

　　　　　　（各都道府県町村会事務局等）　　　　　　（各都道府県町村会事務局等）

問い合せ　全国町村会経済農林部問い合せ　全国町村会経済農林部

　　　　　　（電話　　　　　　（電話0303－35813581－04850485）

「農商工連携の実現に向けて」
農林水産省総合食料局食品産業企画課長

川　合　靖　洋　氏
　地域経済の活性化が重要な課題となる中、昨年１１
月、農林水産省と経済産業省は一体となって農林水
産業と商業・工業等の連携（農商工連携）の促進に
取り組むことを明らかにした。
　地域の農林水産業や食品製造業等が持つ多様な
「資源」を結びつけ、新たな価値を創出していくこと
は長年の課題であり、連携を成功させるためには関
係者が目的をしっかりと共有し取り組むことが不可
欠である。
　農商工連携の実現に向け、先に制定された「農商工
等連携促進法」をはじめとする行政の支援、事業者の
方々による先駆的な取組等についてお話ししたい。

「農商工連携の現場から
―地産地消時代の新しいステージに立って―」
農業・農村マーケティング研究所長・農業経済
学博士 二　木　季　男　氏
　農商工連携も地産地消時代の下で、新しいステー
ジにレベルアップしなければならない。
　かって農業・農村振興の一方策として生まれた６
次産業事業の展開もその一つである。加えて最近の
食品産業クラスター化や他業種企業の農業参入など
の動きが、新しい農商工連携のモデルを生み出し始
めている。そこでは、農・工・商のそれぞれの利点を
発揮し、完全平等（Give&Take）の立場の連携であ
る。
　事例を紹介しながらそれを検証したいと思う。　

「農商工連携の可能性と課題」
宮城大学教授　　大　泉　一　貫　氏

　我が国では、１次産業は衰退産業と考えられてい
るが、私はそうは思っていない。現にヨーロッパの
小国の１次産業はグローバルビジネスとして展開し

ている。我が国がそうならない理由は何だろうか？
規模だろうか、家族経営だろうか？それもあるかも
知れないが、私は農業振興の「仕組み」がないのが
最も問題だと思っている。農業振興の「仕組み」と
は、その土地・土地にあって、農業の生産性を上げ、
付加価値を高めるのに必要とされるある種のビジネ
スモデルのことである。その「仕組み」づくりにこ
れまで我が国の農業はどの様に取り組み、今後どの
様に展開すべきなのか、をこの講演では考えてみた
いと思う。　

「ともに考え行動するまちづくりに向けて
―中山間地のまちづくりと参画協働―」

作新学院大学教授　　橋　立　達　夫　氏
　「真の文明は　山を荒らさず　川を荒らさず　村
を破らず　人を殺さざるべし」田中正造。
　しかし山、川、村を守っていればいつかまた自分
たちの時代が来ると思っていた結果が今の農山村の
衰退である。どうしたら振興が可能なのか。今、地
域振興の根本的な考え方が大きく変わりつつある。
住民自らが考え行動するまちづくりこそが、地域を
持続的に変える力を持つことが明らかになってき
た。そんな新しい地域振興の方策について、事例を
交えて話したい。

「中山間地域の新たなる可能性」
民俗研究家　　結　城　登美雄　氏

　都会育ちの若者たちが農的生活に関心を高め、そ
の拠点を中山間地に求めようとしている。まだ小さ
な流れにみえるがやがて大河となる可能性をもつ。
相変わらず負の言葉で語られる中山間地論を抜け出
し、新たな地域づくりの主体をどう再構築していく
か。中山間地の農業を地域の力で再生しようと試み
ている「鳴子の米プロジェクト」。３年間の活動など
の事例をまじえて、可能性としての中山間地域につ
いて報告してみたい。
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随 想

随

想

瑞
穂
町
は
、
首
都
東
京
の
北
西
部
に
位

置
し
埼
玉
県
に
接
し
て
お
り
ま
す
が
、
総

面
積
７
・
１ 

に
及
ぶ
在
日
米
空
軍
横
田

飛
行
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
横
田
飛
行
場

（
横
田
基
地
）
は
、
瑞
穂
町
を
含
む
５
市
１

町
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
基
地
の
１
／
３

の
面
積
は
当
町
に
属
し
、
滑
走
路
は
ま
る

で
瑞
穂
町
の
中
心
部
に
楔
を
打
ち
込
む
よ

う
に
伸
び
、
米
軍
機
が
離
発
着
を
繰
り
返

し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
横
田
基
地
の
民
間
と
の
共
用
化
が

と
り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
に
つ
い

て
、
近
頃
の
情
報
に
よ
り
私
の
思
い
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
新
聞
に
は
少
し
詳
し
い
報
道
が
あ

り
ま
し
た
が
、
東
京
都
（
知
事
本
局
）
が

企
画
し
た
「
横
田
基
地
軍
民
共
用
化
推
進

セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
３
月　

日
、
新
宿
に
あ

２７

る
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
の

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
軍
民
共
用

化
に
関
す
る
検
討
委
員
会
（
委
員
長
・
杉

山
武
彦
一
橋
大
学
長
）
の
催
行
と
な
っ
て

い
ま
す
。

講
演
者
は
、
日
本
側
が
塩
見
英
治
中
央

大
学
経
済
学
部
教
授
と
日
本
空
法
学
会
の

坂
本
昭
雄
理
事
で
、
米
国
よ
り
は
ポ
ー

ル
・
Ｓ
・
ジ
ア
ラ
氏（
元
国
防
総
省
日
本
部

長
）及
び
Ｗ
・
ロ
バ
ー
ト
・
ピ
ア
ソ
ン
氏（
元

国
務
省
局
長
）
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

私
が
懐
か
し
く
思
っ
た
事
は
、
マ
リ
ア
・

フ
ァ
ー
カ
ス
さ
ん
の
名
前
が
ポ
ー
ル
氏
の

資
料
に
出
て
い
た
事
で
す
。
元
と
あ
り
ま

T
he
H
udson

し
た
の
で
、
既
に
同
嬢
は 
    
      

Institute

         
（
ハ
ド
ソ
ン
研
究
所
）
を
辞
め

ら
れ
て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
日
本
語

が
堪
能
で
あ
っ
た
若
き
才
媛
と
お
会
い
し

た
と
き
の
光
景
が
、
今
で
も
は
っ
き
り
と

目
に
浮
か
び
ま
す
。

横
田
基
地
の
軍
民
共
用
化
は
、
石
原
慎

太
郎
東
京
都
知
事
が
選
挙
時
に
唱
え
た

「
横
田
基
地
返
還
」
の
公
約
が
、
何
時
の
間

に
か
衣
替
え
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
共
用

化
に
つ
い
て
は
マ
ス
コ
ミ
で
よ
く
取
り
上

げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
存
知
の
方
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
戦
後　

年
に
渡
る
日
本
政
府
の

６０

姿
勢
転
換
を
、
町
民
に
ど
の
様
に
説
明
し

て
く
れ
る
か
問
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
即

ち
、
基
地
の
存
在
意
義
が
「
極
東
の
安
全
・

日
本
の
平
和
」
か
ら
「
儲
か
り
ま
す
（
経

済
性
）。
便
利
に
な
り
ま
す
（
利
便
性
）。」

と
の
世
間
事
情
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
の

か
、
と
い
う
事
で
す
。

そ
し
て
、
肝
心
な
こ
と
は
、
飛
行
直
下

に
あ
る
地
方
自
治
体
に
対
す
る
、
航
空
機

騒
音
へ
の
対
応
で
す
。
日
本
国
土
の
防
衛

が
、
い
つ
の
間
に
か
利
便
性
・
経
済
性
に

置
き
変
わ
り
世
論
誘
導
だ
け
が
進
ん
で
行

き
、
マ
ス
コ
ミ
も
同
調
し
て
い
る
傾
向
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
な
か
な
か
進
ま

ぬ
共
用
化
に
つ
い
て
、
挽
回
策
と
し
て
企

画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
成

功
と
は
言
え
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
新
聞
を
除
く
、
新
聞
各
社
は
報
道
に

積
極
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
米

国
バ
ー
ジ
ニ
ア
州（
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
）

T
he
S
pectrum

G
roup

の 
    
       
  
    
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）に

発
注
し
た
調
査
結
果
も
私
に
は
、
不
十
分

な
も
の
に
思
え
ま
し
た
。

こ
の
調
査
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は

さ
て
お
い
て
、
当
日
配
布
さ
れ
た
資
料
に

よ
れ
ば
、
更
な
る
調
査
（
費
）
の
要
望
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
や
は
り
航

空
機
騒
音
に
対
す
る
言
及
は
な
く
、
こ
の

２
点
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
瑞
穂
町
制
施
行
と
同
じ
年
の
昭

和　

年
に
生
ま
れ
、
同
年
に
横
田
基
地

１５
（
前
・
帝
国
陸
軍
多
摩
飛
行
場
）
が
完
成
し

ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
私
は
、
瑞
穂
町
長

の
職
に
就
い
て
お
り
ま
す
。

奇
し
く
も
３
点
が
一
致
す
る
運
命
に
遭

遇
し
、
町
民
３
万
４
千
人
の
期
待
に
応

え
、
横
田
基
地
問
題
に
全
力
で
対
応
す
る

こ
と
が
私
の
使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

在
日
米
軍
の
再
編
に
際
し
、
全
国
の
関

係
市
町
村
に
先
駆
け
て
航
空
自
衛
隊
と
の

共
用
の
容
認
を
公
表
致
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
日
米
運
命
共
同
体
の
一
国
民
の
義
務

と
も
感
じ
、
ま
た
、
私
が
基
地
問
題
に
当

る
申
し
子
と
思
う
か
ら
で
あ
り
ま
し
た
。

石
塚
幸
右
衛
門

東
京
都
瑞
穂
町
長

横
田
基
地
の
軍
民
共
用
化

推
進
セ
ミ
ナ
ー
に
思
う
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